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一′ノタ

@r$t62-2 , G ('y'os) b$ffir-tdh/*t P&&t-+,oi CEe/*)
ヤマ イ イマイ イ ヤ  マ イク ´ ″

t*4" tro.f ( l:rots)

#4A t to. to(?:7t*)

ロニJ:島 や夏
~~~

ことたれガせJ亨となフた.

●

多/

´ィ

′/

4'

イイ

´タ

％

″

″

ク

単れ理論
計算負

単ル 絆諭
滸ヽ色

図―′′藤型rra,μ,断 面た力友イク図

夕.れ 言

4前 の鈴衆は欠験 によ5雅 夕とチ
ーFっ 麦ん凝 御 ,43な '

一-166-―

用 いた 公え け ま り通 ッ ざ ぅ J。 (図
一 乏 の諄 参 鳳り       毬 翻鳥鶴藤議

|II[鮮二,二為 /二_駆ノ糧 墓石あ

~三
耽 異

〉影[蔚一考三脚 厳:擁ニニ17]「
°)

叩:囃:棚

型″′./2rP=

●




